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９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ

た
平
成
24
年
度
の
各
会
計
決

算
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

  （
９
月
26
日
・
27
日
開
催
）

　
一
般
会
計
、特
別
会
計（
国

民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道

事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
公

共
用
地
先
行
取
得
事
業
、
後

期
高
齢
者
医
療
）
及
び
公
営

企
業
会
計
（
水
道
事
業
、
温

泉
事
業
）
の
決
算
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
決
算
内
容
の
審

査
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度

の
予
算
編
成
に
向
け
て
の
意

見
・
要
望
が
委
員
か
ら
出
さ

れ
、
す
べ
て
の
会
計
の
決
算

を
認
定
し
ま
し
た
。

（
委
員
長
）　
露
木　
寿
雄

（
副
委
員
長
）　
善
本　
真
人

（
委　
　
員
）　
室
伏
寿
美
夫

　
　
　
　
　
　
山
本　
俊
明

　
　
　
　
　
　
村
瀬　
公
大

　
　
　
　
　
　
丸
山　
孝
夫

　
　
　
　
　
　
土
屋　
誠
一

９
月
定
例
会

　

平
成
25
年
第
５
回
湯
河
原
町
議
会
９
月
定
例
会
は
、

９
月
11
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
21
日
間
（
本
会
議
開

催
４
日
間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
、
条

例
、
補
正
予
算
、
人
事
、
不
動
産
の
処
分
、
不
動
産
の

取
得
な
ど
議
案
19
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

決
算
の
認
定
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善
本
真
人
議
員

　

耐
震
化
さ
れ

て
い
な
い
公
共

施
設
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

A　平
成
21
年
度

に
策
定
さ
れ
た
、

「
湯
河
原
町
耐
震

改
修
促
進
計
画
」

の
町
有
建
築
物
の
耐
震
化
の

状
況
で
は
、
総
棟
数
58
棟
の

う
ち
、
役
場
第
３
庁
舎
な
ど

新
耐
震
基
準
を
満
た
し
た
建

築
物
が
17
棟
、
役
場
第
１
庁

舎
な
ど
新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
建
築
物
は
41
棟

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
17
年

度
か
ら
湯
河
原
小
学
校
の
耐

震
化
工
事
を
実
施
し
、
平
成

23
年
度
ま
で
に
、
消
防
庁
舎
、

町
民
体
育
館
、
吉
浜
小
学
校
、

み
や
の
う
え
保
育
園
な
ど
11

棟
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
は
、
た
ち

ば
な
保
育
園
の
建
替
工
事
に

着
手
し
、
平
成
27
年
度
に
完

成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
現

在
の
さ
が
み
信
用
金
庫
湯
河

原
支
店
及
び
か
じ
や
支
店
へ

移
転
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
「
湯

河
原
町
地
域
作
業
所
た
ん
ぽ

ぽ
」
は
、
新
た
に
教
育
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
建
築
さ
れ
る

新
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
木

造
平
屋
建
て
に
移
転
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

ご
保
育
園
及
び
八
雲
保
育
園

は
、
両
園
を
統
合
し
て
、
新

た
な
保
育
園
を
建
築
す
る
計

画
を
し
て
い
ま
す
。
福
浦
第

９
分
団
詰
所
は
、
平
成
26
年

度
以
降
に
、
旧
福
浦
幼
稚
園

園
庭
に
新
築
移
転
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
施
設
に

つ
い
て
も
、
財
政
状
況
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
新
耐
震
基
準

を
満
た
す
よ
う
対
応
し
、「
安

全
な
暮
ら
し
を
保
障
す
る
防

災
ま
ち
づ
く
り
」
を
一
歩
ず

つ
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

丸
山
孝
夫
議
員

①　

今
年
の
夏

は
、
猛
烈
な
暑

さ
で
記
録
を
更

新
し
た
り
、
各

地
で
台
風
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど

の
被
害
も
あ
り

ま
し
た
。
安
全・

安
心
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
各

種
の
災
害
を

想
定
し
知
恵
を

絞
っ
て
い
く
こ

と
で
す
。
地
震

が
夜
起
き
れ
ば

停
電
と
な
る
の

で
、
普
段
か
ら

避
難
誘
導
板
が

夜
目
に
も
鮮
や

か
に
映
る
よ
う

に
、
車
の
ラ
イ

ト
に
照
ら
さ
れ
、

人
々
の
頭
の
中

に
イ
ン
プ
ッ
ト

さ
れ
て
い
け
ば
、

い
ざ
と
い
う
時

役
に
立
つ
。
夜
間
の
避
難
誘

導
は
ど
の
よ
う
な
対
応
と

な
っ
て
い
ま
す
か
。

②　
真
鶴
町
で
は
夜
光
塗
料

で
な
く
、
太
陽
光
で
昼
充
電

し
て
夜
光
る
避
難
誘
導
板
が

設
置
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
各

地
で
進
ん
だ
表
示
が
出
て
き

て
い
ま
す
が
、
ど
の
程
度
の

情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
か
。

真
鶴
町
の
避
難
誘
導
板
は
50

㎝
×
70
㎝
で
す
が
、
湯
河
原

町
の
避
難
誘
導
板
は
30
㎝
×

40
㎝
と
あ
ま
り
に
も
小
さ
す

ぎ
る
の
で
、
２
倍
以
上
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
ど
う

で
す
か
。

A①夜
間
停
電
の
際
は
、
懐
中

電
灯
等
を
携
行
し
て
の
避
難

を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
、
夜
間

に
お
い
て
、
よ
り
視
認
性
を

高
め
る
工
夫
も
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
近
隣
市
町
で
は
平
塚
市
が

案
内
板
に
夜
光
塗
料
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
夜
間
表
示
の

仕
組
み
と
し
て
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
蓄
電
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家は有権者に寄付を贈らない！

Q

Q

安全な暮らしの
　　　　確保について

町内に設置されている海抜表示板、避難誘導板等に停電でも
　　　　　　対応できる蛍光塗料等の表示をすることについて

※
一
般
質
問
と
は
…

　
議
員
が
本
会
議
で
、
議
長

の
許
可
を
得
て
、
町
政
全
般

（
一
般
事
務
、
事
業
の
執
行

状
況
、
将
来
に
対
す
る
方
向

性
な
ど
）
に
つ
い
て
、
町
長

な
ど
執
行
機
関
の
考
え
・
方

針
を
議
員
個
人
と
し
て
質
問

す
る
こ
と
で
す
。

　
質
問
内
容
は
、
あ
ら
か
じ

め
議
長
に
通
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
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明
を
利
用
し
た
津
波
誘
導
板

等
が
あ
り
、
今
後
も
情
報
を

収
集
し
て
い
き
ま
す
。
看
板

の
大
き
さ
は
、
Ａ
３
判
に
Ａ

２
判
を
加
え
た
二
つ
の
サ
イ

ズ
を
作
製
し
、
視
認
性
を
考

慮
し
た
場
所
と
サ
イ
ズ
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

小
澤
眞
司
議
員

　

小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を

検
討
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
た

地
域
で
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
充
実

を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A　本
町
の
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
は
、

通
い
を
中
心
に
、

利
用
者
の
選
択
に
応
じ
て
訪

問
や
泊
ま
り
の
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
て
日
常
生
活
上

の
支
援
を
行
う
「
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」

が
１
か
所
、
認
知
症
の
方
を

対
象
に
、
食
事
、
入
浴
な
ど

の
介
護
・
支
援
を
行
う
「
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

者
」
が
１
か
所
、
認
知
症
の

方
が
共
同
生
活
で
き
る
場
に

お
い
て
、
食
事
、
入
浴
な
ど

の
介
護
・
支
援
を
行
う
「
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
者
」
が
２
か
所
の
計
３

種
類
４
事
業
者
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
し
て

は
、
介
護
事
業
者
の
新
規
参

入
や
事
業
の
拡
大
が
促
進
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
情
報
提
供
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
今

後
の
認
知
症
高
齢
者
増
加
を

見
込
み
、「
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
１

か
所
の
整
備
を
位
置
付
け
、

平
成
25
年
10
月
に
開
所
す
る

予
定
で
す
。

　
今
後
の
基
盤
整
備
に
つ
い

て
も
、
平
成
26
年
度
に
策
定

す
る
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
、
実
態
調
査

を
行
い
、
高
齢
者
が
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
日
常
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
高
齢
者
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
ま

す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
も
適
切
に
対
応

し
た
、
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

委
員
会
だ
よ
り

総
務
文
教
・

　
福
祉
常
任
委
員
会

（
９
月
19
日
開
催
）

○
案
件

●
湯
河
原
町
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
移
設
に
つ
い
て

　

さ
が
み
信
用
金
庫
が
湯

河
原
町
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
取
得
し
、
町
が
さ

が
み
信
用
金
庫
湯
河
原
支

店
と
鍛
冶
屋
支
店
を
取
得

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
さ

が
み
信
用
金
庫
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
た
め
、
今
後
の

予
定
と
現
在
の
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
機
能
移
転
の
試

案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
児
童
福
祉
施
策
の
取
組

み
状
況
に
つ
い
て

　

地
域
の
中
で
子
育
て
の

援
助
を
行
う
「
湯
河
原
町

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
」、
耐
震
化
を

実
施
す
る
「
た
ち
ば
な
保
育

園
建
替
事
業
」、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
策

を
推
進
す
る
た
め
の
「
湯
河

原
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」、
職
員
の
退
職
に
伴
う

「
保
育
園
給
食
調
理
業
務
委

託
事
業
」
の
概
要
と
今
後
の

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
指
定
管
理
者
評
価
結
果
報

告
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
る
湯
河
原
海
浜
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
湯
河
原
町

ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ザ
、
こ
ご
め

の
湯
、
湯
河
原
観
光
会
館
、

万
葉
公
園
足
湯
施
設
独
歩
の

湯
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
状
況
評
価
、
労
働
条
件
評

価
、
財
務
状
況
評
価
の
結
果
、

万
葉
公
園
足
湯
施
設
独
歩
の

湯
は
「
努
力
が
必
要
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
」
と
の
評
価

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
施

設
は
「
適
正
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
」
と
の
評
価
で
あ
っ

Q 町の介護保険
　被保険者の実態と今後の方向性について
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た
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
希
望
ナ
ン
バ
ー
の

応
募
結
果
及
び
交
付
状
況
に

つ
い
て

　
平
成
25
年
７
月
10
日
か
ら

８
月
９
日
ま
で
、
湯
河
原
町

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
（
ゆ
た
ぽ
ん
フ
ァ
イ

ブ
）
を
募
集
し
た
結
果
、
89

件
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
熱
中
症
患
者
、
風
し
ん
患

者
の
現
在
ま
で
の
状
況
に
つ

い
て

　
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
の
湯
河
原
町

内
の
熱
中
症
患
者
数
が
21
人

で
あ
っ
た
こ
と
、
平
成
25
年

１
月
１
日
か
ら
８
月
25
日
ま

で
の
神
奈
川
県
内
の
風
し
ん

患
者
が
１
，６
２
７
人
、
湯

河
原
町
内
の
風
し
ん
患
者
が

４
人
で
あ
っ
た
こ
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

●
獅
子
文
六
の
句
碑
の
移
設

に
つ
い
て

　
横
浜
市
健
康
保
険
組
合
保

養
所
「
碧
翠
」
が
解
体
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、「
碧
翠
」

の
敷
地
内
に
建
立
さ
れ
て
い

た
獅
子
文
六
の
句
碑
の
寄
贈

を
受
け
た
た
め
、
役
場
の
入

口
に
句
碑
を
移
設
し
、
案
内

板
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
平
成
25
年
度
三
原
市
・
湯

河
原
町
親
善
都
市
子
ど
も
交

流
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
８
月
10
日
・
11

日
に
湯
河
原
町
内
の
小
学
５

年
生
と
小
学
６
年
生
40
人
が
、

親
善
都
市
で
あ
る
三
原
市
を

訪
問
し
、
三
原
市
の
小
学
生

と
の
交
歓
会
、
や
っ
さ
踊
り

を
披
露
し
た
様
子
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
の
感
想
な
ど

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

●
平
成
25
年
度
ポ
ー
ト
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
ス
市
中
学
生
派
遣

事
業
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
８
月
12
日
か
ら

ルールを守って明るい政治 3ない運動 有権者は政治家に寄付を求めない！

23
日
ま
で
の
間
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
市

へ
派
遣
さ
れ
た
中
学
生
６
人

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
様
子
、

派
遣
期
間
に
通
学
し
た
セ
ン

ト
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
の
現
地

の
生
徒
と
の
様
子
、
派
遣
さ

れ
た
中
学
生
の
感
想
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
平
成
25
年
度
夏
季
中
の
災

害
概
況
等
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
の
湯
河
原
町
、

真
鶴
町
、
熱
海
市
泉
に
お
け

る
火
災
、
救
急
、
救
助
な
ど

の
概
況
に
つ
い
て
は
、
湯
河

原
町
に
お
け
る
熱
中
症
の
件

数
が
昨
年
度
と
比
較
し
て
７

件
増
え
た
こ
と
、
８
月
15
日

の
京
都
府
福
知
山
市
の
花
火

大
会
で
の
露
店
爆
発
事
故
を

受
け
、
海
の
家
な
ど
７
件
の

査
察
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

環
境
・
観
光
産
業

　
　
　
常
任
委
員
会

（
９
月
18
日
開
催
）

○
案
件

●
自
動
遠
方
監
視
装
置
の
改

修
に
つ
い
て

　
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る

浄
水
場
・
配
水
池
等
の
合
計

23
施
設
の
各
種
機
器
の
運
転

状
況
や
水
位
・
水
量
等
を
確

認
し
、
異
常
が
あ
っ
た
際
に

警
報
を
発
令
す
る
中
央
監
視

装
置
で
あ
る
自
動
遠
方
装
置

は
、
平
成
６
年
度
か
ら
平
成

11
年
度
に
か
け
て
整
備
導
入

し
、
20
年
程
度
経
過
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度

に
見
直
し
作
成
し
た
水
道
施

設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

に
か
け
て
更
新
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。
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●
長
寿
命
化
計
画
（
汚
泥
処

理
設
備
等
の
更
新
）
に
つ
い

て
　
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
各
設
備

を
点
検
調
査
し
た
結
果
に
よ

り
、
平
成
24
年
度
に
策
定
し

た
浄
水
セ
ン
タ
ー
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

ま
で
５
年
間
の
汚
泥
処
理
設

備
な
ど
の
更
新
工
事
工
程
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

●
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に

つ
い
て

　
６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

本
委
員
会
で
報
告
が
あ
っ
た
、

有
収
水
量
と
使
用
料
収
入
の

推
移
、
老
朽
化
し
た
下
水
道

施
設
整
備
に
係
る
費
用
の
見

込
み
に
加
え
て
、
下
水
道
使

用
水
量
ご
と
の
件
数
と
使
用

料
改
定
に
伴
う
影
響
の
詳
細

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
現

段
階
で
の
7.4
％
の
料
金
改
定

の
必
要
性
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
平
成
25
年
度
夏
季
行
事
に

つ
い
て

　
や
っ
さ
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
、

海
上
花
火
大
会
な
ど
の
夏
季

行
事
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
や
っ
さ
ま
つ
り
パ
レ
ー

ド
で
は
２
日
間
の
観
客
数
が

昨
年
と
比
較
し
て
１
万
２
千

人
増
え
た
こ
と
、
湯
河
原
海

水
浴
場
、
湯
河
原
海
浜
公
園

プ
ー
ル
な
ど
の
夏
季
施
設
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
湯

河
原
海
浜
公
園
プ
ー
ル
利
用

者
数
が
昨
年
と
比
較
し
て

６
２
５
人
増
え
た
こ
と
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

●
お
も
て
な
し
講
演
会
の
開

催
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
６
月
に
策
定
さ

れ
た
湯
河
原
町
観
光
立
町
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
25

年
11
月
５
日
（
火
）
に
群
馬

県
万
座
温
泉
「
日
進
舘
」
の

女
将　
黒
岩
麻
利
子
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て
お
も
て
な
し

講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
水
道
料
金
及
び
下
水
道
使

用
料
の
納
付
書
の
変
更
に
つ

い
て

　
平
成
25
年
10
月
か
ら
、
窓

空
き
封
筒
に
封
入
し
郵
送
し

て
い
た
水
道
料
金
と
下
水
道

使
用
料
の
納
付
書
を
圧
着
ハ

ガ
キ
に
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
権
現
山
サ
ー
ビ
ラ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

貯
湯
槽
を
管
理
す
る
貯

湯
・
配
当
施
設
で
あ
る
サ
ー

ビ
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
う

ち
、
平
成
25
年
度
は
、
権
現

山
サ
ー
ビ
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
を
施
工
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
事

業
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
本
委
員
会
で

も
報
告
の
あ
っ
た
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

管
理
棟
の
整
備
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
を
避
け
る
た
め
の
防
護

柵
設
置
、
よ
り
戦
略
性
を
持

た
せ
る
た
め
コ
ー
ス
に
高
低

差
を
設
け
る
こ
と
、
雨
水
対

策
の
た
め
の
給
排
水
整
備
を

加
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

  

広
域
行
政

　
　
特
別
委
員
会

（
10
月
29
日
開
催
）

　
湯
河
原
町
と
真
鶴
町
で
推

進
し
て
い
る
広
域
行
政
事
業

に
つ
い
て
、
下
水
道
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
汚
泥
処
理

施
設
等
の
更
新
に
係
る
両
町

の
事
業
費
の
負
担
の
あ
り
方
、

水
道
事
業
広
域
化
研
究
会
に

よ
る
両
町
の
水
道
事
業
広
域

化
の
可
能
性
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

◆湯河原町議会の会議録は、ホーム
　ページで検索・閲覧ができます。

※
会
議
録
は
、
議
会
終
了
後
お
お
む
ね

３
か
月
で
掲
載
さ
れ
ま
す
。
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ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家から有権者への寄付は受け取らない！

●
湯
河
原
町
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
条
例
（
制
定
）

　
平
成
24
年
８
月
22
日
に
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

町
村
に
お
い
て
は
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
に
関
す
る
付
属

機
関
と
し
て
、「
審
議
会
そ

の
他
の
合
議
制
の
機
関
」
を

条
例
で
設
置
す
る
こ
と
が
努

力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
定
め
、
又

は
変
更
す
る
場
合
な
ど
に
、

そ
の
諮
問
機
関
と
し
て
、「
湯

河
原
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
を
設
置
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
湯
河
原
町
観
光
地
区
建
築

条
例
（
一
部
改
正
）

　

第
２
種
観
光
地
区
の
一

部
（
駅
周
辺
約
15
㌶
）
を
新

た
に
第
３
種
観
光
地
区
と
し
、

見
学
施
設
を
有
す
る
食
品
製

造
業
を
営
む
工
場
で
、
周
辺

環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な

く
、「
観
光
立
町
湯
河
原
」

の
実
現
に
資
す
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
お
い
て
、
建
築

物
の
建
築
等
の
制
限
を
緩
和

す
る
こ
と
に
よ
り
、
街
な
か

観
光
を
促
進
し
、
観
光
地
と

し
て
の
魅
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

　

不
動
産
の
処
分

　

湯
河
原
町
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
土
地
・
建
物
を

さ
が
み
信
用
金
庫
に
売
却

す
る
も
の
で
す
。（
売
却
金

額
１
億
８
，０
０
０
万
４
，

９
７
３
円
）

　

不
動
産
の
取
得

　
現
さ
が
み
信
用
金
庫
か
じ

や
支
店
の
土
地
・
建
物
を
さ

が
み
信
用
金
庫
か
ら
購
入
す

る
も
の
で
す
。（
購
入
金
額

６
，１
０
２
万
１
，０
０
０
円
） 

条
例
の
制
定
・
改
正
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人  

事  

案  

件

◆
湯
河
原
町
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
小
野
翻
陽
人
さ
ん
の
任
期

が
平
成
25
年
９
月
30
日
で
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き

小
野
さ
ん
を
監
査
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
29
年
９
月

30
日
ま
で
で
す
。

◆
湯
河
原
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

　
早
藤
義
則
さ
ん
の
任
期
が

平
成
25
年
10
月
18
日
で
満
了

と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
早

藤
さ
ん
を
教
育
委
員
会
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
29
年

10
月
18
日
ま
で
で
す
。
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一
般
会
議
と
は
、

私
た
ち
町
議
会
議
員

と
町
内
で
活
動
し
て

い
る
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
な
ど
が
、
町
政

に
関
す
る
こ
と
、
議

会
活
動
へ
の
意
見
・

要
望
及
び
提
言
な
ど

に
つ
い
て
、
幅
広
く
、

自
由
に
意
見
交
換
を

行
う
場
で
す
。

　

議
長
に
開
催
の
申

込
み
が
あ
っ
た
場
合
、

議
長
の
諮
問
機
関
で

あ
り
ま
す
「
議
会
運

営
委
員
会
」
に
お
い

て
、
開
催
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
を

協
議
し
、
開
催
を
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、
お
申
込
み

に
当
た
っ
て
は
、
日

程
の
調
整
や
会
場
の

都
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

第１回　テーマ：「湯河原町商工会の活動内容について」意見交換

第２回　テーマ：「㈳湯河原温泉観光協会・湯河原温泉旅館協同組合事業内容及び
　　　　　　　　　　　　　今後の誘客宣伝活動等事業展開について」意見交換

日　時：平成25年10月４日（金）午後３時00分〜４時00分
場　所：湯河原観光会館３階小会議室
出席者：町議会議員　14人・湯河原町商工会　３人

日　時：平成25年10月４日（金）午後４時10分〜５時10分
場　所：湯河原観光会館３階小会議室
出席者：町議会議員　14人・湯河原温泉旅館協同組合　３人・湯河原温泉観光協会　６人

内容
（1）　湯河原温泉地域商品券事業について
（2）　湯河原担々やきそば事業について
（3）　灯りの祭典事業について
（4）　県西地域活性化について
主な意見交換
・　地域商品券がすぐに売り切れてしまい、平日に共働きで外に行っている人たちは、買うチャンスがな

いので、日曜日などの休日にも販売できるよう調整したほうがよい。
・　軽の三輪車を「担々やきそば号」みたいなものにすれば、どこでも行くことができるので、議会にも

協力をお願いしたい。
・　湯河原町で担々やきそば大会を開いて、各店舗のどの味がいいか競った方がよい。
・　灯りの祭典は、きれいで幻想的で、浴衣で歩くのにも非常にいい。安全なルートをつくって、ちょっ

と夜店でもつくれば、非常によい。

内容
（1）　万葉亭の周辺整備について
（2）　宿泊促進委託事業途中経過報告
（3）　一般社団法人への移行申請について
（4）　湯河原温泉観光協会、旅館協同組合ホームページについて
（5）　指定管理について
主な意見交換
・　誘客のための新聞広告は、神奈川県内だけでなく、新規開拓するために埼玉、千葉にも広告をした方

がよいのではないか。
・　歴史的には万葉の湯ということで、千年以上の歴史がある温泉で非常に価値があると思うので、湯河

原温泉を宣伝した方がよい。
・　現在通行止めとなっている町道から独歩の湯に降りる階段通路について整備して開通させた方がよい。

その際坂を緩やかにした方がよい。
・　梅の宴の時期に取ったアンケートはがきは、どのようにしたら駅を通り越して温泉場まで来ていただ

けるかといった導線の計画、例えばお菓子を作らせてもらえるところなどの中間点に対しての見学どこ
ろといったコース取りなど、地域の散策マップに非常に参考となっている。

議長から商工会、観光協会、旅館協同組合への提案
　議会報告会という形で、農業、商工業、観光業、漁業、まちづくりボランティアなどの各団体、他に
客観的に見ていただける、例えば「楽天」、「じゃらん」、「るるぶ」の担当者も交え、議会と一緒に
懇話会を開かせていただきたいと考えている。

平成 25 年度湯河原町議会一般会議
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本
会
議
及
び
常
任
・
特
別
委
員
会
は
、傍
聴
が
で
き
ま
す
。（
本

会
議
の
傍
聴
は
、
先
着
2
0
名
、
委
員
会
の
傍
聴
は
、
先
着
６
名

で
す
。）

【
受
付
】開
催
日
の
午
前
９
時
か
ら

【
場
所
】第
１
庁
舎
２
階　

議
会
事
務
局

12
月
議
会
日
程

11
月
26
日（
火
）午
前　

本
会
議（
一
般
質
問
等
）

　
　

27
日（
水
）午
前　

本
会
議（
条
例
・
補
正
予
算
等
）

　
　

29
日（
金
）午
前　

環
境
・
観
光
産
業
常
任
委
員
会

12
月
３
日（
火
）午
前　

総
務
文
教
・
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

６
日（
金
）午
後　

本
会
議（
委
員
長
報
告
等
）

【
午
前
は
10
時
、午
後
は
３
時
の
予
定
で
す
。】

傍

聴

の

ご

案

内

　

上
の
記
事
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
21
日
（
水
）

に
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
あ
り
ま
す
中
西
先
生
を
お
招
き
し

て
、「
地
域
特
性
を
ま
ち
の
魅
力
と
し
て
活
か
す
」
を
テ
ー
マ
に
全

議
員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。改
め
て
湯
河
原
町
の
特
性
を
考

え
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、全
議
員
研
修
の
他
に
も
一
般
会
議
、議
会
報
告
会
な

ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。今
後
も
議
会
の
様
子
を
「
議
会
ゆ

が
わ
ら
」を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
瀬　

公
大　

記
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

村
瀬　

公
大

　

副
委
員
長　

山
本　

俊
明

　

委　
　

員　

善
本　

真
人　
　

中
島　
　

寛

　
　
　
　
　
　

原
田　
　

洋　
　

高
橋　

延
幸

　

全 議 員 研 修

　京都祇園の石塀小路、草津温泉の「景観まちづくり」の先進事例や、国が支援する「街なみ環境整備
事業」について講師からの説明を受け、「湯元通り地区」を例に湯河原町でのまちなみ整備の可能性に
ついて研究しました。

平成25年８月21日に全議員研修を開催いたしました。
テーマ　地域特性をまちの魅力として活かす
講　師　株式会社ランドスケープアンドパートナーシップ
　　　　　代表取締役　中西佳代子さん
　　　　




